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介
護
保
険
料
の
納
入
通
知
書
な
ど
を
７
月
中

旬
に
65
歳
以
上
の
第
１
号
被
保
険
者
に
郵
送

し
ま
す
。

　

普
通
徴
収
の
方
は
、
年
間
保
険
料
額
と
各

納
期
限
ま
で
に
納
入
い
た
だ
く
介
護
保
険
料

の
額
を
、
特
別
徴
収
の
方
は
、
年
間
保
険
料

額
と
各
年
金
支
給
月
に
天
引
き
と
な
り
ま
す

介
護
保
険
料
の
額
を
、
通
知
書
で
ご
確
認
く

だ
さ
い
。

　

介
護
保
険
料
の
額
は
、
平
成
27
年
中
（
平

成
27
年
１
～
12
月
）
の
本
人
の
所
得
状
況
や

世
帯
の
住
民
税
課
税
状
況
に
応
じ
て
10
段
階

に
分
か
れ
て
い
ま
す
。

■
普
通
徴
収
（
納
付
書
・
口
座
振
替
）
の
場
合

○
納
付
書
で
納
め
る
方
は
納
入
通
知
書
を
郵

　

送
（
封
筒
）
し
ま
す
。

○
口
座
振
替
の
方
は
納
入
通
知
書
兼
口
座
振

　

替
開
始
通
知
書
を
郵
送
（
封
筒
）
し
ま
す
。

※
10
月
か
ら
特
別
徴
収
（
年
金
天
引
き
）
が

開
始
に
な
る
人
は
、
９
月
ま
で
は
普
通
徴
収

（
納
付
書
か
口
座
振
替
）
で
す
が
、
10
月
以
降

は
特
別
徴
収
（
年
金
天
引
き
）
に
切
り
替
わ

り
ま
す

納
入
方
法

　

１
年
間
の
保
険
料
を
７
月
か
ら
翌
年
２
月

ま
で
の
８
回
の
納
期
に
分
け
て
納
入
い
た
だ

き
ま
す
。
最
寄
り
の
金
融
機
関
や
郵
便
局
な
　

高
齢
介
護
課　

28
・
６
０
２
５

ど
で
お
納
め
く
だ
さ
い
。
口
座
振
替
の
場
合

は
納
期
限
に
指
定
の
口
座
か
ら
引
き
落
と
し

と
な
り
ま
す
。

納
期
限

■
特
別
徴
収
（
年
金
天
引
き
）
の
場
合

○
介
護
保
険
料
決
定
通
知
書
兼
特
別
徴
収
開

　

始
通
知
書
を
郵
送
（
は
が
き
）
し
ま
す
。

納
入
方
法

　

年
金
の
定
期
支
払
時
に
保
険
料
を
差
し
引

い
て
、
年
金
保
険
者
が
市
へ
納
入
し
ま
す
。

年
金
の
受
給
額
に
よ
っ
て
納
め
方
が
法
律
で

定
め
ら
れ
て
い
る
た
め
、
納
入
方
法
を
ご
自

分
で
選
ぶ
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
の
で
ご
了
承

く
だ
さ
い
。

1 期 8 月 1 日

2 期 8 月 31 日

3 期 9 月 30 日

4 期 10 月 31 日

5 期 11 月 30 日

6 期 12 月 26 日

7 期 1 月 31 日

8 期 2 月 28 日

賦課の根拠について

　はがき裏面の所得段階
表を参考にご自身の介護
保険料が確認できます。
　合計所得金額及び課税
年金収入については、源
泉徴収票などでご確認く
ださい。

徴収額の変動について

　8月以降の金額は、年間保険料額から 4
月と 6月で仮徴収した額を差し引き、残額
を 4 回で均等に割り振った金額が入りま
す。したがって、昨年と年間保険料が同額
でも、4月と 6 月の仮徴収額が多かった場
合は 8月以降の徴収額は下がり、仮徴収額
が少なかった場合は上がります。

昨年 今年

82,100 円 82,100 円

４
月

４
月

６
月

６
月

８
月

８
月

10
月

10
月

12
月

12
月

２
月

２
月

～
介
護
保
険
料
の
納
入
通
知
書
を
郵
送
し
ま
す
～


